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1，は じめに

　東京電力福島第
一

原子力発電所事故に よっ て 大気

環境中に放出された放射性物質は，沈着過程を経て地

表に降下 し
，現在の 空間線量率を決め て い る。

しか し
，

地表や地表の 植生に沈着した放射性物質は，気象条件

に依存するもの の ，再飛散を起こ し，大気中の放射性

物質として再沈着して ， 放射性物質の地表の分布形態

を変えてい る。こ うした動態に関する大気の役割を見

積もる こ とを目的と して
， 大気中濃度や沈着量 を継続

して観測するとともに ， 大気中で の 分布状況を理解す

るため，2011年 4 月から 8月にかけて観測して きた放

射能 ゾン デを開発 し，
2013年 11 月か ら観測を再開 し

た。その結果にっ い て報告する。

2．放射能ソンデ　 唖

　放射能ゾ ン デは 2010 年 10 月 に唯
一
製作して い た

VAISALA社が生産を中止 し，残っ て い た放射能ゾ ンデ

を寄贈 して い ただき2011年 4月 15 日か ら29 日まで 毎

日 1回 の 観測を行い ，事故後の 大気中の 放射性物質 の

鉛直方向の分布を観測 し鳥 そ の後，1 年半を掛けて

明星電気 （株）に同じ GM管を用 い て放射能 ゾンデの 開

発を依頼し，2013年 11A か ら観測を開始した。

　渡邊 （2011）は放射能ゾ ンデの観測結果をま とめ，

大気モ デル と比較するこ とによ っ て大気下層で高濃度

放射陸物質が事故現場か ら直接輸送 され て くる 日が存

在する こ と， お よび雲粒などが存在する肅 鍍 域で相

対的に高線量になるこ と， さらに圏界面下部で高線量

になる こ とを示 した。特に，圏界面下部の高線量層は

β線のみ強くな り，どの よ うな核種に依存するか解明

され て い ない
。

　今回は ， 毎月 1 回を基本とし
，
Lidar観測で粉塵等

が高濃度の場合に臨時に飛揚する こ とで ， 高線量層と

粉塵との関係を明らかにする こ とも試み る。

噬

　第 1図に福島大学屋上（地上24m＞で計測した2Q11 年

3月 か ら2013年 11月まで の放射性Csの 月降下量 の変

動を示す 。 2011年以降，
い ずれ も 1月を ピー

クとする

季節変動が顕著に出現 して い る。また，72時間毎に測

定 して い る大気 中濃度も現在 10M4Bq／m3 程度の濃度を

示 し
，

これ らの 2 つ の観測か ら求められ る年平均沈着

量は ，
46crn／s と大きな値を示 して い る。

　 こ うした降下量 をもた らす大気中の 濃度分布を特定

するため，放射ゾ ンデ観測を実施した 。 特に ， 月降下

量で高濃度を示 す，
2014年 1月の測定結果を第 2 図に

示す 。 β線強度の方が γ線｝鍍 より小 さい もの の ，ほ

　 　　　　第 1図 Cs の 月降量変動

ぼ同 じよ うな鉛直分布を示 してい る。また ，
2011年 4

月 と比較する と，それぞれの 高度における放射線強度

は約 レ2 程度になっ て い る。特に，温度分布 と比較す

る と高度 3k 皿，6km
，
8   付近 の安定層に対応 し，安定

第 2 図 β線 γ線強度（左図）と気温 （中央図 ），湿度（右図 ）の

鉛直分布

層下部で相対的強 くなっ てい る。また，相対湿度 と比

較すると，95％を超える （雲粒が存在して い ると考え

られる） とこ ろで ス パ イク状に β線ではなく，ややv

線強度が大き くなっ てい る 。

5 ．まとめ

　2013年 11月か ら同 じ  管を用い て ，放射能ゾンデ

を開発し，観測を再開 した 。 2011年 4 月を中心に観測

した結果と比較すると，放射線強度は相対的に 1／2程

度の濃度にな っ て い る こ とが分か っ た。 しか し， 安定

層下部には相対的に強い放射線が出現して お り， 地上

由来 の 放射性物質が滞留して い る可能腔が推察で きる 。

特に，対流圏圏界面下部で γ 線が大きくなっ て い る。

さらに，渡邊 （2011）が指摘 したβ線の み強い とこ ろ

は検出されなか っ たが
， 高湿度層で やや強い 放射線も

観測された 。

一
　258一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


